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発 言 通 告 表 （ 一 般 質 問 ） 

                                     令和８年２月定例会 
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１．岳南電車の存続意義と今後の展望について 

 富士市の公共交通を担う岳南電車については、平成16年度より公的支援を

行っており、現在は様々な見直しの中での公的支援が行われている。支援の

基本的な考えは、岳南電車は富士市において必要な社会インフラとして事業

者の自助努力と行政の適切な関与を前提に、市民、事業者、行政が一体とな

って支えていくというものである。その１つの取組として岳南電車利用促進

協議会が組織されている。その中でも今まで利用促進に尽力をしてきており、

一定の効果は認められる。近年では、夜景電車等の企画や地域との協働によ

るイベント開催等、特色ある取組を通じて「岳南電車のあるまち富士市」と

してシティプロモーションや観光面において大きな役割を担っている。また、

本吉原駅のプラットホーム及び上屋は国登録有形文化財として登録もされ、

歴史的な価値や沿線でのまちづくりにも寄与している。ただ、今までも様々

な利用促進は進めているが、コロナ禍もあり、現状の経営は厳しく、引き続

きの公的支援が求められる。令和９年度には、支援内容が見直されると思わ

れるが、岳南電車の沿線住民である地元議員としては、今までの議論や取組

も含め、富士市においての岳南電車の存続意義と今後の展望について市長の

考えを伺う。 

(1) 岳南電車の現状分析及び利用促進の取組や活用への評価をどのように捉

えているか。 

(2) 今までの議論を含め、今後の公的支援の在り方をどのように考えている

か。また、今後、支援を検討するに当たり、岳南電車との話合いはもちろ

んだが、経営母体である富士急行とのトップ会談が求められるがいかがか。 

(3) にぎわいの創出を訴える市長は、現時点での岳南電車の存続意義の重要

性をどのように捉えているのか。また、今後の展望も含め、市長の見解を

伺う。 

２．市長が考える静岡県東部の広域連携の在り方について 

 小長井前市長は、選挙公約に中核市移行を掲げていたが、市長就任後、議

会で示されたことは、検討した中で、中核市移行の決断には至らず、在任期

間中での継続検討という見解であった。広域連携の推進については、かねて

より岳南地域としての富士宮市との連携をはじめ、富士山を取り巻く自治体

による富士山ネットワーク会議等で進められている。また、連携中枢都市圏

の制度活用は難しいとの判断もあり、前市長は近年、特に隣接自治体である

沼津市との広域連携の強化を図っており、沼津市の頼重市長とのトップ会談

や実務者による静岡県東部地域２市広域行政連絡会において取組を進めてい

る。 

 そのような中で、新たな市長として、今までの経緯や取組を踏まえ、静岡

県東部の中枢都市である富士市としての中核市移行の考えや広域連携の在り

方について以下伺う。 

(1) 市長は中核市移行についての考えはあるのか。また、連携中枢都市圏構

想を含め県東部の広域連携はどうあるべきと考えているか。 

(2) 沼津市との連携の在り方として静岡県東部地域２市広域行政連絡会があ

るが、市長は両市の課題をどのように把握し取り組んでいくのか。 
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(3) 今後、さらなる富士宮市及び沼津市との連携強化は重要と考えるが、そ

の強化を図る上ではトップ同士の信頼関係が重要であり、その構築を図る

べきと考えるがいかがか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


